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特
集
１　
高
市
政
権
を
問
う
Ⅴ 

︱
戦
後
責
任
と
軍
事
国
家
化
を
批
判
す
る
︱

シ
ベ
リ
ア
特
措
法
の
意
義
と
課
題

　
　

︱
戦
後
補
償
の
歩
み
の
中
で
︱

有
光
　
健

先
の
特
別
国
会
の
終
盤
に
参
議
院
に
空
襲
・

沖
縄
戦
被
害
者
救
済
法
が
提
出
さ
れ
、
改
め
て

２
０
１
０
年
に
議
員
立
法
で
制
定
さ
れ
た
シ
ベ
リ

ア
特
措
法
（「
戦
後
強
制
抑
留
者
に
係
わ
る
問
題
に
関
す

る
特
別
措
置
法
」）
が
一
つ
の
先
例
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
る
。
同
法
制
定
に
関
わ
っ
た
者
と
し
て
、

同
法
の
意
義
と
課
題
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
く
。

い
わ
ゆ
る
「
シ
ベ
リ
ア
抑
留
」
は
、
１
９
４
５

年
８
月
23
日
に
ソ
連
軍
最
高
司
令
官
の
ス
タ
ー
リ

ン
が
出
し
た
秘
密
指
令
に
よ
っ
て
満
洲
（
中
国
東

北
部
）
と
北
朝
鮮
に
い
た
60
万
以
上
の
日
本
の
軍

人
・
民
間
抑
留
者
ら
が
旧
ソ
連
と
モ
ン
ゴ
ル
に
移

送
さ
れ
、
飢
え
と
寒
さ
の
中
で
苛
酷
な
強
制
労

働
を
強
ら
れ
て
約
１
割
の
６
万
人
以
上
が
死
亡

し
た
事
件
で
あ
る
（
厚
生
労
働
省
は
抑
留
さ
れ
た
人
数

は
57
万
５
千
人
、
死
亡
者
は
５
万
５
千
人
と
の
推
定
値
を

発
表
し
て
い
る
が
、
実
際
は
も
っ
と
多
く
、
総
数
は
61
～

63
万
人
、
死
亡
者
も
６
万
人
以
上
と
日
ロ
の
専
門
家
は
主

張
し
て
い
る
）。
戦
後
武
装
解
除
し
た
日
本
軍
兵
士

ら
を
速
や
か
に
帰
国
さ
せ
る
こ
と
を
規
定
し
た
ポ

ツ
ダ
ム
宣
言
に
も
捕
虜
の
最
低
限
の
権
利
を
保
障

し
た
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
に
も
違
反
し
た
大
規
模
な

拉
致
で
あ
り
、
国
家
犯
罪
だ
っ
た
。

目
的
は
、
2
千
万
人
以
上
の
犠
牲
を
出
し
た
ド

イ
ツ
と
の
戦
争
に
よ
る
ソ
連
の
労
働
力
不
足
を
補

う
た
め
で
、
ド
イ
ツ
の
降
伏
前
か
ら
構
想
さ
れ
た

大
規
模
な
計
画
で
、
移
送
先
は
東
は
カ
ム
チ
ャ
ッ

カ
か
ら
西
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
モ
ス
ク
ワ
ま
で
、
南

は
モ
ン
ゴ
ル
や
中
央
ア
ジ
ア
、
北
は
北
極
圏
に
ま

で
及
ぶ
広
大
な
範
囲
で
、
収
容
所
は
２
３
０
０
か

所
に
及
ん
だ
。
し
か
し
、
抑
留
さ
れ
た
当
事
者

ら
は
、「
日
本
に
帰
す
」
と
だ
ま
さ
れ
て
移
動
さ

せ
ら
れ
、
ど
こ
に
、
何
の
た
め
に
連
れ
て
行
か
れ

た
の
か
、
ま
る
で
分
ら
ず
、
秘
密
指
令
の
存
在
と

目
的
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
ソ
連
崩
壊
後
の

１
９
９
２
年
の
こ
と
だ
っ
た
。

抑
留
さ
れ
た
者
の
大
部
分
は
３
～
4
年
で
帰
国

で
き
た
が
、
関
東
軍
の
将
校
や
特
務
機
関
員
、
憲

兵
、
通
訳
な
ど
が
ス
パ
イ
容
疑
や
反
革
命
罪
な
ど

の
国
内
法
で
訴
追
さ
れ
、長
期
刑
を
宣
告
さ
れ
て
、

１
９
５
６
年
10
月
の
日
ソ
共
同
宣
言
ま
で
11
年
間

も
抑
留
さ
れ
た
。
今
年
12
月
は
、
ソ
連
か
ら
の
最

後
の
引
揚
げ
船
が
舞
鶴
に
帰
還
し
て
か
ら
70
年

に
な
る
。（
な
お
、
こ
れ
ら
有
罪
と
さ
れ
た
判
決
は
ソ
連

崩
壊
後
に
取
り
消
さ
れ
、
名
誉
回
復
が
行
わ
れ
た
が
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
戦
争
後
の
２
０
２
３
年
か
ら
、
日
本
側
の
経
済

だ
が
、
議
連
の
有
志
が
つ
い
に
動
い
た
。
立
憲

民
主
、
国
民
民
主
、
公
明
、
共
産
、
れ
い
わ
新
選

組
、
チ
ー
ム
み
ら
い
、
社
民
、
沖
縄
の
風
の
８
会

派
な
ど
野
党
が
中
心
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
与
党

の
自
民
と
日
本
維
新
の
会
が
同
調
せ
ず
、
委
員
会

付
託
す
ら
さ
れ
な
い
ま
ま
廃
案
と
な
っ
た
。

「
み
な
さ
ん
の
問
題
で
す
」。「
こ
ん
に
ち
は
活

動
」
で
、
河
合
節
子
さ
ん
は
し
ば
し
ば
そ
う
呼
び

か
け
る
。

政
府
は
近
年
、「
新
し
い
戦
争
」
へ
の
備
え
を

進
め
て
い
る
。
戦
争
に
な
っ
た
ら
、
民
間
人
に
甚

大
な
被
害
が
及
ぶ
の
は
必
至
だ
。
そ
の
場
合
、
政

府
は
戦
争
被
害
受
忍
論
を
持
ち
出
す
だ
ろ
う
。「
民

間
人
に
は
補
償
し
な
い
。
過
去
の
戦
争
で
も
そ
う

だ
っ
た
か
ら
」
と
。

差
別
の
再
生
産
を
許
さ
な
い
た
め
に
、
受
忍
論

を
打
破
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
81
年
前
の
戦
争

被
害
者
た
ち
の
た
め
だ
け
で
は
な
い
。
私
た
ち
の

た
め
に
。
私
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
。

参
考
文
献

『
戦
後
補
償
裁
判　

民
間
人
た
ち
の
終
わ
ら
な
い
「
戦
争
」』

（
栗
原
俊
雄
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
新
書
・
２
０
１
６
年
）

（
く
り
は
ら
・
と
し
お
／
毎
日
新
聞
専
門
記
者
）
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１　
高
市
政
権
を
問
う
Ⅴ 

︱
戦
後
責
任
と
軍
事
国
家
化
を
批
判
す
る
︱

制
裁
へ
の
報
復
措
置
と
し
て
、
取
り
消
し
措
置
の
撤
回
が

続
い
て
い
る
。
１
９
９
３
年
来
日
し
た
エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統

領
が
国
会
な
ど
で
シ
ベ
リ
ア
抑
留
に
つ
い
て
謝
罪
し
た
が
、

プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
そ
れ
を
引
き
継
い
で
は
い
な
い
よ
う

だ
。）抑

留
を
終
え
て
帰
国
し
た
人
に
は
、
他
の
引
揚

げ
者
と
同
様
に
８
０
０
～
１
０
０
０
円
の
手
当
が

支
給
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
上
の
支
給
は
な
く
、
故

郷
に
戻
り
、
復
員
し
て
、
仕
事
を
求
め
、
生
活
再

建
に
懸
命
に
努
め
る
。
し
か
し
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
指
示

で
、
共
産
主
義
の
総
本
山
か
ら
帰
国
し
た
帰
還
者

た
ち
は
周
到
に
マ
ー
ク
、
警
戒
さ
れ
、
就
職
難
に

直
面
し
、
家
族
に
も
体
験
を
語
ら
な
く
な
り
、
記

憶
を
封
印
す
る
。

帰
還
者
た
ち
が
抑
留
体
験
を
振
り
返
り
、
強

制
労
働
へ
の
対
価
を
求
め
て
動
き
出
す
の
は
、

１
９
７
０
年
代
後
半
か
ら
だ
っ
た
。
き
っ
か
け

は
、
ソ
連
や
韓
国
に
出
漁
し
て
拿
捕
・
抑
留
さ
れ

た
漁
民
に
対
し
て
日
本
政
府
が
拘
束
日
数
に
応
じ

て
補
償
を
始
め
た
こ
と
だ
っ
た
。
自
ら
の
意
思
で

商
売
の
た
め
に
出
か
け
た
漁
民
が
政
府
の
補
償
を

受
け
る
の
に
、
国
家
に
よ
っ
て
動
員
さ
れ
、
ソ
連

や
モ
ン
ゴ
ル
に
抑
留
・
使
役
さ
れ
た
自
分
た
ち
に

何
の
支
払
い
も
な
い
の
は
お
か
し
い
と
気
づ
き
、

国
に
補
償
を
求
め
る
運
動
が
始
ま
る
。
運
動
は
た

ち
ま
ち
全
国
に
広
が
り
全
国
抑
留
者
補
償
協
議
会

（
全
抑
協
、
会
長
＝
斎
藤
六
郎
）
が
結
成
さ
れ
る
。
会

員
は
一
番
多
い
時
期
に
は
14
万
人
に
達
し
た
と
い

う
。し

か
し
、
同
協
議
会
は
、
す
ぐ
に
分
裂
し
、
国

を
相
手
取
っ
て
国
家
補
償
を
求
め
る
裁
判
を
起
こ

す
野
党
系
の
主
流
派
と
裁
判
を
避
け
、
政
府
側
と

協
調
し
つ
つ
、
補
償
は
ソ
連
に
求
め
、
日
本
遺
族

会
と
と
も
に
自
民
党
候
補
を
組
織
応
援
す
る
団
体

に
分
か
れ
る
。

国
家
補
償
を
求
め
る
裁
判
は
、
１
９
８
１
年
か

ら
１
９
９
７
年
ま
で
行
わ
れ
た
全
抑
協
の
訴
訟
以

外
に
も
、
在
日
韓
国
人
、
中
国
在
住
朝
鮮
族
、
韓

国
人
抑
留
者
や
満
洲
か
ら
の
引
揚
げ
犠
牲
者
ら
と

一
緒
に
提
訴
し
た
訴
訟
な
ど
を
含
め
、
全
部
で
５

件
が
日
本
の
裁
判
所
で
争
わ
れ
た
。

１
９
８
１
年
の
提
訴
を
受
け
て
、
危
機
感
を
抱

い
た
政
府
は
、
１
９
８
２
年
に
急
ぎ
「
戦
後
処
理

問
題
懇
談
会
」（
座
長
＝
水
上
達
三
日
本
貿
易
会
会
長
・

元
三
井
物
産
会
長
）
を
総
理
府
総
務
長
官
の
私
的
諮

問
機
関
と
し
て
発
足
さ
せ
、
１
９
８
４
年
に
報
告

書
を
発
表
さ
せ
る
。
中
曽
根
内
閣･

藤
波
官
房
長

官
あ
て
に
提
出
さ
れ
た
報
告
書
の
内
容
は
、
戦
争

被
害
は
国
民
等
し
く
受
忍
す
べ
し
と
い
う
「
受
忍

論
」
を
根
拠
に
、
国
家
補
償
を
否
定
し
、
代
わ
り

に
慰
藉
事
業
の
み
行
う
と
い
う
内
容
だ
っ
た
。
有

識
者
会
議
と
は
い
う
も
の
の
、実
際
は
官
僚
が「
パ

ン
ド
ラ
の
箱
を
開
け
さ
せ
な
い
よ
う
に
」
と
の
方

針
に
基
づ
い
て
事
前
に
描
い
て
い
た
シ
ナ
リ
オ
に

沿
っ
た
結
論
だ
っ
た
こ
と
が
後
に
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
。

自
民
党
は
、
当
時
「
戦
後
強
制
抑
留
者
処
遇
改

善
議
員
連
盟
」（
会
長
＝
斎
藤
邦
吉
元
幹
事
長
・
元
厚
生

大
臣
）
が
個
人
補
償
案
で
あ
る
「
シ
ベ
リ
ア
抑
留

者
特
別
給
付
金
支
給
法
案
」
を
推
進
し
て
い
て
、

１
９
８
６
年
に
党
の
総
務
会
で
決
定
す
る
。
と
こ

ろ
が
政
府
側
が
反
対
し
、
後
藤
田
官
房
長
官
が
阻

止
。
補
償
を
避
け
、
慰
藉
事
業
の
た
め
の
基
金
創

設
で
抑
留
補
償
問
題
の
終
結
を
政
府･

党
合
意
書

で
確
認
す
る
。

自
民
党
に
裏
切
ら
れ
た
形
で
、
野
党
の
社
会･

公
明･

民
社
党
か
ら
１
９
８
７
年
、
１
９
８
８
年

に「
被
抑
留
者
に
対
す
る
特
別
給
付
金
支
給
法
案
」

が
衆
議
院
に
提
出
さ
れ
、
共
産
党
も
賛
成
し
て
、

衆
議
院
内
閣
員
会
で
趣
旨
説
明･

参
考
人
招
致･

質

疑
も
行
わ
れ
る
が
、
自
民
党
の
反
対
で
審
議
未
了

･

廃
案
で
終
わ
る
。

前
記
懇
談
会
の
報
告
を
踏
襲
し
た
政
府･

与
党

合
意
に
基
づ
き
、
１
９
８
８
年
に
平
和
祈
念
事

業
特
別
基
金
（
総
務
省
所
管
）
が
、
当
初
基
本
財
産

10
億
円
（
全
額
政
府
出
資
。
後
に
４
０
０
億
円
に
）
で

設
置
さ
れ
、
慰
藉
事
業
と
し
て
抑
留
体
験
者
、

引
揚
者
、
恩
給
欠
格
者
ら
に
記
名
国
債
や
記
念

品
、
感
謝
状
を
贈
る
な
ど
の
事
業
が
行
わ
れ
る
。

（
２
０
０
０
年
か
ら
新
宿
住
友
ビ
ル
に
平
和
祈
念
展
示
資
料

館
を
開
設
。
２
０
０
３
年
か
ら
特
別
行
政
法
人
に
。）

一
連
の
国
家
補
償
を
求
め
る
訴
訟
は
、
裁
判
所

が
国
の
「
受
忍
論
」
を
支
持
し
、
原
告
敗
訴
が
続

く
。
抑
留
体
験
者
の
自
主
組
織
も
弱
体
化
す
る
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︱
戦
後
責
任
と
軍
事
国
家
化
を
批
判
す
る
︱

が
、
体
験
者
ら
は
判
決
に
納
得
せ
ず
運
動
を
継
続

す
る
。
一
方
、
自
民
党
の
相
沢
英
之
議
員
（
元
経

済
企
画
庁
長
官
、
元
経
済
再
生
委
員
長
、
元
大
蔵
省
次
官
）

率
い
る
全
国
強
制
抑
留
者
協
会
は
１
９
８
９
年
に

国
か
ら
5
億
円
を
交
付
さ
れ
て
財
団
法
人
と
し
て

発
足
し
、
現
在
も
毎
年
総
務
省
か
ら
助
成
金
を
受

け
て
慰
霊
事
業
な
ど
の
活
動
を
継
続
し
て
い
る
。

21
世
紀
に
入
り
、
す
で
に
平
均
年
齢
が
70
代
後

半
に
達
し
、
晩
年
を
迎
え
て
い
た
抑
留
体
験
者
ら

が
再
度
団
結
し
て
立
法
運
動
を
始
め
、
国
会
前
で

座
り
込
み
な
ど
を
行
う
。
１
９
９
８
年
に
結
成
さ

れ
た
民
主
党
の
長
妻
昭
議
員
、
鳩
山
由
紀
夫
代
表

ら
が
こ
う
し
た
動
き
に
呼
応
し
て
、
16
年
ぶ
り
に

２
０
０
４
年
に
民
主
党
が
「
戦
後
強
制
抑
留
者
特

別
給
付
金
支
給
法
案
」
を
衆
議
院
に
提
出
。
同
法

案
は
２
０
０
５
、２
０
０
６
年
に
も
民
主･

共
産･

社
民
党
が
衆
参
両
院
に
提
出
、
２
０
０
６
年
12
月

に
与
党
側
提
出
の
「
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
廃

止
法
案
」
と
と
も
に
審
議
さ
れ
る
。
衆
参
の
総
務

委
員
会
で
参
考
人
を
招
致
し
て
合
計
11
時
間
を
超

え
る
審
議
が
行
わ
れ
る
が
、
自
公
が
反
対
し
、
衆

議
院
で
は
否
決
、
参
議
院
で
は
審
議
未
了
廃
案
と

な
り
、
与
党
提
案
の
「
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

廃
止
法
案
」
の
み
が
成
立
す
る
。「
平
和
祈
念
事

業
特
別
基
金
廃
止
法
案
」
は
、
同
基
金
の
基
本
財

産
２
０
０
億
円
を
切
り
崩
し
て
最
後
の
慰
藉
事
業

を
行
い
、残
り
の
２
０
０
億
円
を
国
庫
に
戻
し
て
、

同
基
金
を
解
散
す
る
と
い
う
内
容
だ
っ
た
。

２
０
０
６
年
12
月
26
日
の
引
揚
げ
終
了
50
周
年

記
念
追
悼
集
会
に
舞
鶴
に
全
国
か
ら
抑
留
体
験
者

約
50
人
が
集
ま
っ
た
が
、
こ
の
集
い
の
中
で
、
上

記
法
案
否
決
へ
の
抗
議
の
声
が
噴
出
し
、
再
度
新

た
な
立
法
運
動
を
行
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

そ
こ
で
新
た
な
法
案
が
準
備
さ
れ
、
内
容
も
特

別
給
付
金
の
支
給
だ
け
で
な
く
、
国
の
責
任
で
実

態
解
明
、
遺
骨
収
集
、
追
悼
、
次
世
代
へ
の
継
承

事
業
を
実
施
す
る
こ
と
を
明
記
し
た
「
戦
後
強
制

抑
留
者
に
係
わ
る
問
題
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」

（
シ
ベ
リ
ア
特
措
法
）
に
進
化
す
る
。
２
０
０
９
年

3
月
に
同
法
が
参
議
院
に
民
主･

共
産･

社
民･

国

民･

日
本
新
党
な
ど
か
ら
共
同
で
提
出
さ
れ
る
。

そ
し
て
２
０
０
９
年
９
月
の
政
権
交
代
を
へ

て
、
２
０
１
０
年
6
月
に
シ
ベ
リ
ア
特
措
法
が
以

前
は
反
対
し
て
き
た
自
民
・
公
明
も
含
め
て
全
会

派
一
致
し
て
可
決
、
成
立
す
る
。
特
別
給
付
金
の

申
請
は
同
年
10
月
か
ら
始
ま
り
、
２
０
１
２
年
3

月
末
ま
で
に
６
万
８
８
６
７
人
が
受
け
取
り
、
総

額
は
約
１
９
２
億
円
。
支
給
額
は
抑
留
期
間
に
応

じ
て
５
段
階
に
分
か
れ
25
万
円
か
ら
１
５
０
万

円
で
、
一
人
平
均
約
28
万
円
だ
っ
た
。（
な
お
、
給

付
金
額
は
、
１
９
８
６
年
の
特
別
給
付
金
支
給
法
案
で
は

1
ヵ
月
10
万
円
の
算
定
、
２
０
０
４
年
の
法
案
は
５
段
階

で
30
万
円
か
ら
２
０
０
万
円
だ
っ
た
。）

支
給
対
象
は
生
存
者
に
限
ら
れ
た
の
で
、
60
万

人
を
超
え
る
被
抑
留
者
で
、
特
別
給
付
金
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、1
割
強
に
過
ぎ
な
い
。

抑
留
中
死
亡
者
に
は
遺
族
に
遺
族
年
金
が
支
給
さ

れ
た
が
、
抑
留
体
験
者
の
大
部
分
は
何
の
補
償
も

得
ら
れ
て
い
な
い
。
帰
国
で
き
た
も
の
の
特
措
法

制
定
前
に
亡
く
な
っ
た
た
め
、 

特
別
給
付
金
を
受

け
取
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
人
は
被
抑
留
者
全

体
の
約
８
割
を
占
め
た
。

受
給
者
に
は
女
性
も
民
間
人
も
い
た
が
、
日
本

の
植
民
地
だ
っ
た
台
湾
、
朝
鮮
か
ら
満
州
、
北
朝

鮮
に
動
員
さ
れ
、
ソ
連
・
モ
ン
ゴ
ル
に
送
ら
れ
た

人
び
と
は
国
籍
条
項
に
よ
っ
て
排
除
さ
れ
、
特
別

給
付
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

ま
た
、同
じ
ソ
連
軍
の
捕
虜
に
さ
れ
た
も
の
の
、

北
朝
鮮
や
満
洲
、
樺
太
に
留
め
置
か
れ
人
び
と

も
、
当
時
の
ソ
連
と
の
国
境
を
越
え
て
ソ
連
に
連

行
さ
れ
て
い
な
い
の
で
対
象
外
と
さ
れ
た
が
、
実

態
は
ソ
連
・
モ
ン
ゴ
ル
内
の
収
容
所
と
同
じ
よ
う

な
苛
酷
な
条
件
で
使
役
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の

人
び
と
へ
の
未
補
償
も
課
題
と
し
て
残
さ
れ
た
ま

ま
だ
。

さ
ら
に
シ
ベ
リ
ア
特
措
法
制
定
後
の
も
う
一
つ

の
課
題
が
、
実
態
解
明
や
次
世
代
へ
の
継
承
の
遅

れ
で
あ
る
。
厚
生
労
働
省
が
担
当
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
こ
れ
ら
の
事
業
だ
が
、
厚
生
労
働
省

は
以
前
か
ら
や
っ
て
い
る
死
亡
者
の
特
定
、
遺
骨

収
集
以
外
の
事
業
に
は
ほ
と
ん
ど
取
り
組
ん
で
い

な
い
。
遺
骨
収
集
、
現
地
の
調
査
も
２
０
２
０
年

以
降
、
コ
ロ
ナ
禍
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
伴
う
外

交
関
係
の
縮
小
で
停
止
し
た
ま
ま
だ
。
国
と
し
て



10
市民の意見  NO.217　2026/10/1

特
集
１　
高
市
政
権
を
問
う
Ⅴ 

︱
戦
後
責
任
と
軍
事
国
家
化
を
批
判
す
る
︱

安
保
三
文
書
見
直
し
の
ね
ら
い

池
田
五
律

Ⅰ　
「
総
合
的
な
国
力
強
化
」と
経
済
安
保
重
視

高
市
政
権
は
、
年
末
に
安
保
三
文
書
（
国
家
安

全
保
障
戦
略
、
国
家
防
衛
戦
略
、
防
衛
力
整
備
計
画
）
の

改
定
・
閣
議
決
定
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

そ
れ
に
向
け
て
、「
総
合
的
な
国
力
か
ら
安
全

保
障
を
考
え
る
有
識
者
会
議
」
が
開
か
れ
て
い
る

（
第
１
回
４
月
27
日
、
第
２
回
６
月
８
日
、
第
３
回
８
月
４

日
）。
有
識
者
メ
ン
バ
ー
に
は
、
肩
書
は
民
間
企

業
顧
問
だ
っ
た
り
、
研
究
所
所
属
で
あ
っ
た
り
す

る
が
外
務
省
、
防
衛
省
・
自
衛
隊
出
身
者
が
入
っ

て
い
る
。
財
界
か
ら
半
導
体
事
業
や
長
繊
維
事
業

に
携
わ
っ
て
き
た
者
が
名
を
連
ね
る
。
理
系
出
身

の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
幹
部
も
入
っ
て
い

る
。
金
融
界
か
ら
は
、
シ
ス
テ
ム
統
合
な
ど
に
携

の
公
式
の
追
悼
式
典
も
な
く
、
８
月
15
日
の
全
国

戦
没
者
追
悼
式
で
包
括
的
に
追
悼
し
て
い
る
と
説

明
し
て
い
る
の
み
だ
。
今
年
平
均
年
齢
１
０
３
歳

に
な
る
抑
留
体
験
者
ら
は
、
抑
留
被
害
者
は
戦
没

者
や
英
霊
で
は
な
く
、
国
家
犯
罪
、
拉
致
被
害
者

で
あ
り
、戦
没
者
と
は
区
別
す
べ
き
と
主
張
す
る
。

そ
も
そ
も
基
本
と
な
る
歴
史
認
識
が
異
な
る
。
政

府
は
一
貫
し
て
実
態
解
明
と
ソ
連
・
ロ
シ
ア
の
責

任
を
追
求
す
る
こ
と
に
消
極
的
で
、
外
務
省
は
ロ

シ
ア
の
反
発
を
買
っ
て
北
方
領
土
返
還
交
渉
に
支

障
を
き
た
す
こ
と
を
懸
念
す
る
。
そ
の
結
果
、
80

年
を
経
て
も
い
ま
だ
に
抑
留
さ
れ
た
人
数
や
死
亡

者
の
総
数
す
ら
明
確
に
で
き
て
い
な
い
状
態
が
続

く
。よ

う
や
く
特
措
法
が
で
き
て
も
、
実
行
す
る
政

府
に
そ
の
政
治
的
な
意
思
が
な
け
れ
ば
、
成
果
は

乏
し
い
と
い
う
教
訓
が
改
め
て
実
証
さ
れ
た
形

だ
。
今
の
状
態
で
は
再
開
さ
れ
て
も
遺
骨
収
集
は

あ
と
２
０
０
４
年
か
け
て
も
終
わ
ら
な
い
と
み
ら

れ
る
。
特
措
法
の
執
行
を
監
視
し
、
よ
り
実
効
あ

る
執
行
を
促
す
世
論
と
政
治
的
な
働
き
か
け
が
な

い
と
、
特
措
法
も
そ
の
効
力
を
発
揮
で
き
な
い
。

シ
ベ
リ
ア
特
措
法
は
、
戦
後
65
年
間
も
の
長
き

に
わ
た
っ
て
シ
ベ
リ
ア
抑
留
に
つ
い
て
何
の
法

律
も
な
か
た
っ
と
い
う
異
常
な
政
治
の
怠
慢
を

た
だ
し
た
と
い
う
点
で
画
期
的
だ
っ
た
。
ま
た
、

２
０
０
０
年
の
在
日
の
外
国
籍
戦
没
者
・
戦
傷
病

者
へ
の
弔
慰
金
支
給
法
制
定
以
降
、
戦
後
補
償
関

係
の
立
法
が
久
し
く
な
か
っ
た
中
で
、
風
穴
を
開

け
、
21
世
紀
に
な
っ
て
も
残
さ
れ
た
課
題
の
戦
後

処
理
は
行
う
の
だ
と
い
う
姿
勢
を
示
す
こ
と
が
で

き
た
点
で
も
意
義
は
大
き
か
っ
た
。

し
か
し
、
立
法
を
実
現
し
て
、
こ
と
足
れ
り
で

は
な
く
、立
法
の
実
現
は
ス
タ
ー
ト
に
過
ぎ
な
い
。

制
定
さ
れ
た
法
律
を
軸
に
、
持
続
し
た
検
証
、
監

視
、
働
き
か
け
が
不
可
欠
で
あ
る
と
の
自
覚
が
つ

ね
に
求
め
ら
れ
る
。

（
あ
り
み
つ
・
け
ん
／
シ
ベ
リ
ヤ
抑
留
者
支
援
セ
ン
タ
ー
世

話
人
）

わ
っ
て
き
た
者
。
半
導
体
や
Ａ
Ｉ
の
研
究
者
が
並

び
、
理
系
出
身
者
の
経
済
安
保
研
究
者
も
名
を
連

ね
る
。
文
系
研
究
者
に
も
、
地
経
学
研
究
を
専
門

と
す
る
者
が
入
っ
て
い
る
。
経
済
安
保
重
視
の
布

陣
だ
。

と
は
い
え
、
有
識
者
会
議
は
お
飾
り
。
実
質
的

に
三
文
書
改
定
を
主
導
す
る
の
は
、
国
家
安
全
保

障
局
に
集
う
現
代
版
軍
事
官
僚
ど
も
だ
。
そ
れ
に

設
立
さ
れ
た
ば
か
り
の
国
家
情
報
局
が
関
与
す

る
。
国
家
安
全
保
障
局
・
国
家
情
報
局
二
輪
体
制

の
大
き
な
初
仕
事
が
、
三
文
書
改
定
に
な
る
わ
け

だ
。改

定
は
、
第
１
回
会
議
に
国
家
安
全
保
障
局
が

提
出
し
た
資
料
の
線
で
進
め
ら
れ
る
と
思
わ
れ

る
。
同
資
料
の
タ
イ
ト
ル
は
、「
我
が
国
を
取
り


	



